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女子短距離走者の機械的出カパワーについて
—大学入学時から 2 年間の自転車エルゴメーター測定値の変化一―~























• 400 勿 •100勿ハードル）を専門種目としている者， 9 名を対象とした。被検者を 2 年次の出場
大会レベルにより次のように 3群に分けた。
A群 日本学生対校陸上競技選手権大会出場者 (3名 Al A2 A3) 
B群 関東学生対校陸上競技選手権大会出場者 (3名 Bl B2 B3) 
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c群一般部員 (3名 Cl C2 C3) 
表 1は被検者の身体的特性と，短距離系種目の記録を示したものである。
表 1 被検者の身体的特性および最高記録
被検者 年齢 身長 体重 1988年最高記録 (sec.) 1989年最高記録 (sec,)
（歳） (cm) (K9) 100m 200m 400m 1 OOmH 100m 200m 400m lOOmH 
Al 20 165.0 58.2士1.05 12.3 26.77 62.4 12.3 26.03 58.5 
A2 20 161.0 59.6士0.87 12.5 25.9 61.9 12.5 25.6 62.1 
A3 20 164.8 56.0士1.17 12.9 26.6 58.71 26.95 57.0 
B 1 21 161.5 55.9土0.93 13.6 27.3 64.0 14.8 13.5 27,2 60.2 
B2 20 166.0 57.4土1.19 12.9 26.4 58.2 58.04 
B 3 20 169.0 59.4士1.60 12.7 25.9 60.6 15.5 12.9 26.7 15.5 
C 1 20 164.0 56.9士4.65 13.8 28.1 59.8 27,2 60.2 
C2 20 165.0 58.5士0.67 13.3 29.2 15.7 13.5 15,5 
C3 20 159.5 56.3士1.93 62.1 65.1 
MEAN 20.1 164,0 57.6 13.0 27.0 6 1.o 15.3 12.9 26.6 60.2 15.5 






第 1期 1988年 4月25日～ 5月31日1年次春季試合期 (6)
第 2期 1988年 6月 1日～ 7月18日1年次夏季鍛練期 (7)
第 3期 1988年 8月 8日～ 9月26日1年次秋季仕上げ期 (5)
第 4期 1988年 9月27日～11月 1日1年次秋季試合期 (5)
第 5期 1988年11月2日～12月19日1年次冬季鍛練期 (7)
第 6期 1989年 1月 5日～ 1月30日1年次冬季鍛練期 (5)
第 7期 1989年 1月31日～ 3月13日1年次冬季鍛練期 (6)
第 8期 1989年 3月14日～ 4月24日2年次春季仕上げ期 (6)
第 9期 1989年 4月25日～ 5月29日2年次春季試合期 (4)
第10期 1989年 5月30日～ 7月24日2年次夏季鍛練期 (8)
第11期 1989年 8月14日～ 9月24日2年次秋季仕上げ期 (7)
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• 4.5KPではほとんど変化は見られない。 6.0KPは 3期まで低下が見られ， 4期に急激に上昇
し，その後はあまり変化しない。 7.5KPでは 3期までは 9.0KPより高い値を示している。 4 
期から 8期まではわずかずつ上昇し， 9期から低下している。 9.0KPは 4期で 7.5KPを上回
ってから 8期まで増加し， 9期からわずかずつ滅少傾向を示している。最大値を示している 8
期は， 2年次の春季仕上げ期にあたり，その後はわずかな減少は認められるものの，高いレベ
ルを維持している。体重当たりパワー値の変化についても，同様の傾向がみられる。
競技力のレベルにより A•B•C の 3 群に分け，負荷別にパワー値の期変化を見ると，負荷が
高くなるに従って， A群と B•C 群との差が大きくなる。図 3 は 9.0KP の時の群別パワー値の
変化を示しているが， A群と B•C 群の大きく， B•C 群の間には差は認められない。
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2) 負荷段階別変化
図 4は，各期の 5段階パワー値の変化を示したものである。すでに図 2で見たように， 8期
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図2. 負荷別パワー値の変化
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たりパワー値とも 400勿の記録との相関が， 1から 2の期に認められる。 6.0KPではバワーと
100 勿・ 200勿，体重当たりと 400 勿とに 1•2 の期に認められる。多くの相関が認められる 7.5
KPの相関係数を表 2に示した。パワー値は 100勿・ 200勿との相関を示す期が多く， とりわけ
200勿最高記録との差は高い。ところが，体重当たりパワーと 200勿とでは相関がほとんど認
められない。 9,0KPでも同様の傾向が認められた。
表 2 パワー値と走記録の相関 (7.5KP)
種目 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期 13期
** *** 
100m最高．456 . 637 . 797 . 867 . 676 . 606 . 480 . 553 . 349 . 400 . 619 . 449 . 655 
200勿最高 ．244 .353 .694 .76t .776* ．9胃 ．659 .585 .224 .9胃 .8*6¥* *** .835 . 79閤
400勿最高 ．204 .389 .031 .303 .260 .345 .284 .078 .109 .211 .300 ,196 .239 
100勿平均 ．402 .630 .82＊ヽ ．8*需 ．73l .681 .545 .592 .310 .504 .103 .559 .nt 
200勿平均 ．088 . 173 . 652 .635 .617 . 750* .488 ,480 .192 .t討 ．750* . 770* • 8~屈
400勿平均 ．165 .522 .291 .406 .441 .489 .424 .187 ,198 .358 .473 .400 ,256 
6 ~ n ~ 8 *** P < 0. 01 ** P < 0. 02 * < 0. 05 
考 察
体重は，冬季に増加し試合期に減少するというパターンを繰り返しながら，全体としては入







る。 6.0KPより高い負荷でのパワー値に変化が大きく，とりわけ 4期すなわち 1年次秋季試







と B•C 群の差が大きくなり， 9.0KPの変化は特徴的である。 4期までは， 3群とも同じよう
に変化し，バワー値の差は等しくなっている。ところがB群は 5期で， C群は 6期で滅少し，
A群との差はその後大きくなり続けている。 5期すなわち 1年次の冬季鍛練期間に，パワーが
増加しなかったことが， 2年次での競技力の差となったと思われる。また， C群の 3名中 2名
は，けがのため走トレーニングを中断することが多く，走記録は低いが，パワーの面からは地
区大会出場者と変わらず，地区大会は，継続的にトレーニングすれば達するレベルであること
を示していると思われる。 A群と B • C群のパワーの差は，図 5にも明示されている。
パワー値および体重当たりパワー値と，走記録の相関は， 7.5KP• 9.0KPで認められる。石
井らは， 100勿の走記録とパワーの間に相関は認められず，体重当たりパワー値との相関は認
められると報告している 7)。また，阿部は 100勿・ 200勿と 3.0KP• 4. 5KP • 6.0KPの体重当


























3) 競技レベル別にみると， レベルの高い群は 1年次の冬季鍛練期にもパワーの向上が見ら
れるのに対し，中・下位群では 1年次秋からほとんど向上しない。
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